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待される． そこで，マウス周産期の母性行動や母獣乳と新生仔脳の脂肪酸組成から ω-3 系脂肪酸の役割
について検討した． 
【方法】  
AIN-93G を基礎飼料とし，ω-3 系脂肪酸を含む ω-3 正常飼料（α-リノレン酸（ALA）; 2.7%）または ω-3
欠乏飼料（ALA; 0.2%）で飼育・繁殖して得た C57BL/6J 妊娠マウスを用いた． 母性行動としては，出産




られた． 出産以降，ω-3 正常群の巣形状は，大きく丈夫なものであったが，ω-3 欠乏群は小さく粗雑な
もので，食殺した母獣に至っては，形跡すらなかった． さらに，仔回収行動では，ω-3 欠乏群は ω-3 正
常群よりもケージ内に散っていた仔の回収や保温までに時間を要した． 母獣乳中の DHA と ARA は，正
常群では出生直後から Day 4 まで高濃度含有していたが，ω-3 欠乏群では DHA がほとんど含まれていな
かった． 一方，ω-3 正常群の新生仔脳 DHA や ARA 濃度は Day 7~14 で急激に上昇したが，ω-3 欠乏群の
脳 DHA 濃度は ω-3 正常群の 1/5 程度で ω-3 正常群のような上昇は観察されなかった． 
【結論】  
食事性 ω-3 系脂肪酸欠乏状態は周産期に対して神経過敏となり，母性発動の遅延や低下を起こし，育
児に支障を来すことが推察された． また，新生児への必須脂肪酸供給のためにも母親の積極的な ω-3 系
脂肪酸の摂取が望ましいと考えられた． 
